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Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
「
と
め
は
ね
っ
！
」

と
い
う
番
組
が
始
ま
り
、
書
道
を
愛
す
る

人
は
目
を
離
せ
ま
せ
ん
。 

　
そ
ん
な
わ
け
で
今
回
は
、
黒
木
町
今
の

宮
園
書
道
教
室
を
紹
介
し
ま
す
。
毎
週
木

曜
日
、
午
後
８
時
〜
10
時
に
大
人
の
部
の

書
道
教
室
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
又
、
５

歳
〜
91
歳
ま
で
の
方
が
日
曜
日
以
外
の
毎

日
お
稽
古
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
大
人

の
部
で
は
毎
年
忘
年
会
、
秋
に
は
お
疲
れ

さ
ん
会
と
称
し
て
お
食
事
会
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
は
お
手
製
の
漬
物
や
ら
煮
物
や
ら･･･

並
び
ま
す
。
書
道
だ
け
で
は
な
く
、
お
ば

ち
ゃ
ん
達
の
気
持
ち
の
良
さ
に
魅
か
れ
ま

す
。
「
あ
な
た
も
美
し
い
文
字
を
身
に
つ

け
ま
せ
ん
か
」
の
看
板
が
目
印
で
す
。
一

度
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。 
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美容室 ＦＬｉＰ 

私の行きつけのお店 

　
私
は
い
つ
も
、
庭
に
咲
い

て
い
る
草
花
や
、
ド
ラ
イ
ブ

に
出
か
け
て
は
見
る
四
季
折
々

の
九
重
の
山
々
、
草
原
の
景

色
を
絵
に
描
け
た
ら
、
ど
ん

な
に
素
晴
ら
し
い
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
中
学
校

以
来
絵
筆
を
持
っ
た
こ
と
も

な
く
、
迷
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
主
人
の
後
押
し
が
あ
り
、

よ
う
や
く
教
室
へ
通
い
だ
し

ま
し
た
。
そ
の
主
人
は
、
私

の
初
期
の
絵
を
数
枚
見
た
だ

け
で
、
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。 

　
そ
れ
か
ら
八
年
、
そ
れ
な

り
に
作
品
も
増
え
、
私
の
宝

物
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
作
品
は
、
紅
葉
に
は

少
々
早
い
か
も
知
れ
な
い
と
、

思
い
乍
ら
出
か
け
た
九
酔
渓

を
描
い
た
最
新
作
で
す
。
十

一
月
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
緑

も
あ
ざ
や
か
で
自
然
の
見
事

な
山
の
彩
り
に
魅
せ
ら
れ
て

描
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

ゆ
っ
く
り
宝
物
を
増
や
し
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 
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こ
の
建
物
は
昭
和
16
年
、

小
学
校
と
し
て
建
築
さ
れ
、

戦
後
は
矢
部
中
学
校
舎
と
な

り
、
平
成
15
年
、
新
校
舎
竣

工
後
は
文
化
財
的
価
値
が
認

め
ら
れ
、
平
成
20
年
４
月
よ

り
「
杣
の
ふ
る
さ
と
文
化
館
」

と
し
て
矢
部
川
源
流
の
「
村
」

の
歴
史
、
文
化
、
民
俗
資
料

を
展
示
、
そ
し
て
イ
ベ
ン
ト

を
催
す
場
に
姿
を
変
え
ま
し

た
。 

　
ま
た
19
回
に
及
ぶ
「
世
界

子
ど
も
愛
樹
祭
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
作
品
も
公
開
。
21
世
紀
に

生
き
る
子
ど
も
た
ち
へ
環
境

緑
化
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

開
館
日
　
月
曜
日
〜
金
曜
日
・

９
時
〜
17
時
・
土
、
日
、
祝

日
、
年
末
年
始
は
事
前
連
絡

に
よ
り
開
館
。 

―
お
問
い
合
わ
せ
― 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
世
界
子
ど
も
愛

樹
祭
コ
ン
ク
ー
ル
・
コ
ス
モ

ネ
ッ
ト
事
務
局 
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田島寛子（筑後市） 

八
女
の
宝
物 

楽しい仲間たち楽しい仲間たち楽しい仲間たち

矢部中学校旧校舎 

　
創
部
32
年
の
伝
統
を
誇
る

我
が
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
を

紹
介
し
ま
す
。 

　
キ
ャ
プ
テ
ン
で
エ
ー
ス
の

山
口
奏
生
、
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

で
チ
ー
ム
一
の
俊
足
、
近
藤

朋
希
、
フ
ァ
ー
ス
ト
で
パ
ン

チ
力
が
自
慢
の
４
番
バ
ッ
タ

ー
内
田
謙
志
郎
、
セ
カ

ン
ド
は
小
柄
だ
が
ガ
ッ

ツ
溢
れ
る
山
田
尚
弥
・

江
崎
舜
・
馬
場
龍
之
介
・

牛
島
潤
也
・
サ
ー
ド
は

名
手
、
平
木
智
樹
、
シ

ョ
ー
ト
は
チ
ー
ム
一
の

ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
馬
場

蒼
太
郎
、
レ
フ
ト
立
野

慶
汰
・
河
野
航
大
・
大

原
幸
大
、
セ
ン
タ
ー
武

藤
章
弘
、
牛
島
陸
斗
、

ラ
イ
ト
田
中
琉
都
・
立

野
雅
弥
・
大
石
和
輝
・

春
口
幸
貴
で
あ
る
。
ク
ラ
ブ

卒
部
生
の
村
方
友
哉
君
が
エ

ー
ス
と
し
て
、
春
夏
の
甲
子

園
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。 

　
二
月
に
毎
年
恒
例
の
卒
部

式
＆
送
る
会
が
あ
り
、
今
期

ま
で
チ
ー
ム
を
支
え
、
数
々

の
思
い
出
と
感
動
を
与
え
て

く
れ
た
、
四
名
の
六
年
生
が

卒
部
を
迎
え
る
。 

　
旅
立
ち
が
あ
れ
ば
当
然
、

出
会
い
も
あ
る
。 

　
さ
あ
、
未
来
の
プ
ロ
野
球

選
手
、
大
リ
ー
ガ
ー
よ
！
八

幡
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
に
集
ま

れ
！
　

保
護
者
代
表
　
近
藤
雅
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　広川町新

代、国道３

号線沿いジ

ョイフル広

川店の隣に

私の行きつ

けのお店が

あります。 

　壁にある黄色に白ぬき「FLiP」の看板が

目印です。３人のスタッフの方がいつもあた

たかい笑顔で迎えてくれますので、私も娘も

気持ち良く店に入る事ができます。店内には

賞状が飾ってあります。店長の木原さんはカ

ットやメイクのコンクール等に出場されてい

て最近は、花嫁のコンクールに出場され全国

でNo.5に入賞されました。サロンでの着付け、

成人式やブライダルのお仕事や貸衣裳なども

されています。木原さんとお話をしていると

いつも「皆さんのキレイのお手伝いをさせて

もらってますから」という言葉には納得させ

られます。帰りには、娘とスタッフの方が手

と手をタッチをして笑顔で見送りをしてくれ

ます。ハンドルを握りながら３歳の娘と「ま

た行きたいね」と私（父親）もいつも行きた

くなるお店です。 

（T.U） 

   

　
冬
の
星
座
を
見
た
く
て
星

の
文
化
館
に
出
か
け
ま
し
た
。 

　
冬
枯
れ
の
野
山
、
清
流
星

野
川
を
眺
め
て
快
適
ド
ラ
イ

ブ
で
す
。
星
野
村
に
入
る
と

左
右
に
見
事
な
石
積
み
の
棚

田
が
見
え
て
き
ま
す
。
池
の

山
前
バ
ス
停
を
右
折
し
て
星

野
川
を
渡
る
と
星
の
ふ
る
さ

と
公
園
で
す
。 

　
こ
の
一
帯
に
は
キ
ャ
ン
プ

場
、
原
爆
の
火
を
燃
や
し
続

け
る
平
和
の
塔
、
茶
の
文
化

館
、
等
の
施
設
が
散
在
し
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
は
後
日
紹

介
し
ま
す
。
針
葉
樹
と
桜
並

木
の
道
路
を
登
り
つ
め
る
と

目
的
の
星
の
文
化
館
で
す
。

入
館
料
５
０
０
円
を
払
っ
て

ま
ず
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
部

屋
へ
、
直
径
５
ｍ
、
ド
ー
ム

型
ス
ク
リ
ー
ン
に
今
夜
の
わ

が
家
の
星
空
が
写
し
出
さ
れ

ま
す
。
冬
の
星
座
を
ゆ
っ
た

り
と
し
た
シ
ー
ト
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

　
そ
の
後
は
ド
ー
ム
型

の
天
文
台
へ
、
階
段
を

登
っ
て
九
州
最
大
級
の

天
体
望
遠
鏡
で
太
陽
と

黒
点
の
観
測
、
昼
間
の

星
も
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ど
の
部
屋
で

も
星
を
愛
す
る
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
お
兄
さ

ん
お
姉
さ
ん
が
丁
寧
に

説
明
し
て
く
れ
ま
す
。 

　
二
人
で
も
、
家
族
連

れ
で
も
楽
し
め
る
八
女
の
宝

だ
と
思
い
ま
し
た
。
高
速
１

０
０
０
円
も
魅
力
で
す
が
ま

ず
は
地
元
の
宝
の
発
見
か
ら

始
め
ま
せ
ん
か
。 
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